
 

 

別表（配点基準） 

審査項目 詳細項目 評価の視点 配点 

Ⅰ 実施方

針・ 

体制等 

1)業務の実施方針 

・本業務における保守管理思想 

・業務ごとの基本方針 

・本業務に対する会社としての支援内容 

・市内企業枠の育成方針 

40 

80 2)組織体制及び 

人員配置計画 

・安全確実な業務遂行体制（人員配置、勤務体制） 

・総括責任者・副総括責任者・水質管理主任者の 

経歴等 

・有資格者の配置及び人数 

20 

3)維持管理実績 

・過去５年間に受託した性能発注による施設能力

（現有能力・水処理及び汚泥処理を含むもの）日 

最大汚水量１０，０００㎥/日以上の実績数 

20 

Ⅱ 運転管理 

1)運転操作 

監視業務 

・運転操作監視体制及び手法 

・効率的で安全な運転 
40 

90 
2)水質・汚泥 

管理業務 

・水質管理体制及び手法 

・流入水、汚泥等の状況変化の発見及び対応 
40 

3)物品等 

管理業務 

・安定的で効率的な物品等調達方法 

・調達物品の管理・使用計画 
10 

Ⅲ 保守管理 

1)保守点検業務 

・効率的で安全な点検計画 

・故障・異常の早期発見に結びつく点検 

・保全計画策定に結びつく点検及び書類の作成 

・法定点検管理 

40 

90 

2)施設管理業務 ・衛生・美観保持や保安等の実施方針や実施計画 10 

3)補修修繕業務 

・補修修繕の考え方（点検と補修修繕による施設 

の延命化等）及び体制 

・本業務で実施する受注者自らが修理可能な軽微

な 

補修修繕内容（要求水準書に記載の項目以外） 

・効率的な補修修繕計画立案手法 

・地元企業への発注等 

40 

Ⅳ 緊急時 

対応 

1)災害・緊急 

時等の対策 

及び対応 

・緊急時・異常時等における対応の考え方・体制・

手順 

・緊急時における職員の参集計画 

30 

70 2)機器等の 

故障対応 

・突発故障の緊急対応 

・機器の故障等における処理への影響対応 
30 

3)事故発生時 

の想定訓練等 

・危機管理に備えた日常の教育・訓練等 

・防災対策 
10 

Ⅴ その他 

1)環境対策 

・環境負荷軽減対策 

・循環型社会への貢献 

・周辺環境への配慮 

10 

70 
2)地域への精通 

性・貢献 

・ボランティア活動等地域への貢献 

・施設見学者への対応補助 
10 

3)コスト縮減 

・省エネ・省資源計画 

・汚泥発生量の削減に対する提案 

・その他コスト縮減等の提案 

50 

Ⅵ 価格評価 見積価格  100 100 

合計 500 

 


